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「
人
類
の
健
康
と
福
祉
に
貢
献
す
る
」と
い
う
建
学
の

精
神
に
則
り
、
人
を
支
え
る
分
野
に
特
化
し
た『
高
崎

健
康
福
祉
大
学
』。
１
９
３
６
年
に
和
洋
裁
女
学
院
と

し
て
創
立
し
、
群
馬
女
子
短
期
大
学
を
経
て
、
現
在

の
4
年
制
大
学
へ
と
展
開
し
た
。
高
崎
市
郊
外
の
豊

な
環
境
の
中
に
建
つ
同
大
学
に
は
保
健
医
療
・
健
康
福

祉･

人
間
発
達
・
薬
学
の
4
学
部
7
学
科
と
大
学
院

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
２
４
０
０
人
の
学
生
が
学
ん
で

い
る
。
医
療
、
福
祉
と
教
育
は
今
後
更
に
重
視
さ
れ

進
歩
が
求
め
ら
れ
る
分
野
。
同
大
学
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
専
門
家
と
し
て
活
躍
し
、
役
割
を
担
え

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。『
高
崎

健
康
福
祉
大
学
』の
特
徴
は
各
学
科
1
学
年
１
０
０
名

以
下
の
少
人
数
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
。
学
生
の
夢

を
実
現
さ
せ
る
為
、
責
任
を
持
っ
た
指
導
と
支
援
を

可
能
に
す
る
人
数
に
抑
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ

り
、質
の
高
い
学
校
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
学
生
同
士
の
意
識
も

高
く
な
る
し
、
学
生
と
先
生
の
距
離
も
近
い
関
係
に
な

る
と
い
う
作
用
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
生
の
中

に
国
試
対
策
委
員
会
を
作
って
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
し

て
刺
激
し
合
う
な
ど
単
に
先
生
が
学
生
を
指
導
す
る

だ
け
で
な
く
目
的
の
実
現
の
た
め
学
生
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
も
先
生
と
学
生
の
近
さ
か
ら
来
て
い
ま
す
。」そ

う
語
る
の
は
須
藤
賢一理
事
長
。

リ
ニッ
ク
が
開
院
す
る
予
定
だ
。
高
齢
化
対
策
の一
端

を
担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト

や
高
齢
者
の
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョン
と
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョン
も
設
置
さ
れ
る
。
地
域
医
療
に
貢
献

し
な
が
ら
、
学
生
に
実
践
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
が
狙
い
だ
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
大
学
院

で
の
助
産
師
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
だ
ま

だ
問
題
も
多
い
が
、
条
件
が
整
え
ば
将
来
的
に
は
在

宅
医
療
も
考
え
て
い
る
と
須
藤
理
事
長
は
語
る
。
今

後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
福
祉
の
視
点
は
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
教
育
方
針
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
家
の
育
成
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
支
え
る
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
だ
。

 

（
ラ
イ
タ
ー
／
馬
場
紀
衣
）

充
実
の
教
育
環
境
で
時
代
に

必
要
な
専
門
家
を
育
成
し
て
い
く

地域医療に貢献、少子高齢化社会へ
向けて即戦力の人材を育成

特集 ー人に寄り添い社会に応えるー

　

学
生
が
夢
を
実
現
し
、
高
度
な
専
門
性
を
追
求
で

き
る
よ
う
に
と
最
新
の
設
備
、
施
設
も
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。「
入
学
す
る
学
生
は
目
的
意
識
を
持
っ

て
入
学
し
て
く
る
。
大
学
と
し
て
、
入
学
す
る
学
生

が
真
の
自
分
の
夢
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
の

は
当
然
の
責
務
で
す
。
そ
し
て
、
人
間
と
し
て
き
ち

ん
と
し
た
も
の
の
見
方
が
で
き
る
責
任
あ
る
社
会
人
を

育
て
上
げ
ま
す
」卒
業
生
の
就
職
先
は
医
療
機
関
や

民
間
企
業
な
ど
様
々
。
そ
の
た
め
に
も
、
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す

る
な
ど
就
職
支
援
も
手
厚
い
。
看
護
師
、
管
理
栄
養

士
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
合
格
率
は
１
０
０
％
か
そ
れ

に
近
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
海
外
の
4
大
学
と
の
提

携
や
交
換
留
学
の
制
度
、
全
編
英
語
の
授
業
な
ど
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
熱
心
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
こ
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
向
け
て
の
須
藤
理
事
長
の
明

確
な
考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
。「
英
語
能
力
は
必
要

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
に
は

日
本
の
歴
史･

文
化
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
人
に
伝

え
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
歴
史
・
文
化
を
き

ち
ん
と
語
れ
て
、
外
国
人
に
紹
介
で
き
る
こ
と
こ
そ
が

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
基
本
的
条
件
だ
と
思
い
ま
す
」

　

現
在
、
多
く
の
大
学
は
少
子
高
齢
化
に
伴
って
大
学

入
学
者
数
が
激
減
す
る
２
０
１
８
年
問
題
に
直
面
し
て

い
る
。
学
校
法
人
の
経
営
者
と
大
学
学
長
を
兼
務
し
、

法
人
運
営
、
教
育
指
導
に
も
当
た
る
須
藤
理
事
長
は

そ
れ
で
も
攻
め
の
経
営
を
力
強
く
主
張
し
て
い
る
。
10

月
に
は
整
形
外
科
と
内
科
を
備
え
た
大
学
の
付
属
ク

即戦力となる専門性の高い人材を育成する『高崎健康福祉大学』。少人数制とゆとりある研究環境が学生を
第一線へ送り出す最高の環境だ。「自利利他」の理念のもと、ボランティアなど市民活動に積極的に参加する
ことで学生達に学問の深化や他者理解、市民意識の醸成を促している。

学校法人 高崎健康福祉大学
理事長 須藤賢一氏
栃木県宇都宮市出身。北海道大学大学院農業研究科博
士課程終了。農林水産省森林総合研究所成分利用研究
室室長。カナダ・サスカチュワン大学化学工学科で研究。
1991年から群馬女子短期大学副学長。同短期大学長、
学校法人理事長、大学学長として現在に至る。群馬県私
立大学協会会長。ぐんま地域 ･大学連携協議会会長。

TEL ／ 027-352-1290　FAX ／ 027-353-2055
0群馬県高崎市中大類町 37-1
E-mail ／ info@takasaki-u.ac.jp
http://www.takasaki-u.ac.jp/

学校法人 高崎健康福祉大学

子どもと家族の健康を支援するセンターも設立。学生や職
員などの内的資源を地域還元している。
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現
在
8
割
以
上
の
人
が
病
院
で
最
期
を
迎
え
て
い

る
。
し
か
し
60
％
以
上
の
方
が
自
宅
で
の
療
養
を
望
ん

で
い
る
の
も
事
実
だ
。
退
院
後
の
在
宅
療
養
に
自
信
が

な
い
、
医
療
設
備
の
問
題
で
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
、
そ
ん
な
患
者
さ
ん
に
第
三
の
選
択
と
し
て「
在

宅
医
療
」を
提
案
す
る『
ひ
だ
ま
り
ク
リ
ニッ
ク
』。
患

者
さ
ん
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
24

時
間
対
応
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
同
ク
リ
ニッ
ク
の
福
田
院

長
に
在
宅
医
療
で
の
家
族
に
対
し
て
の
ケ
ア
や
注
意
点

を
聞
い
た
。
病
院
で
は
死
に
行
く
人
に
も
人
工
呼
吸

器
や
胃
瘻（
い
ろ
う
）、
人
工
栄
養
な
ど
を
使
い
延
命

さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
人
工
呼
吸
器
は
いっ
た

ん
付
け
る
と
、
医
師
は
外
せ
な
く
な
る
。
患
者
さ
ん

は
苦
し
み
の
中
で
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。「
ど
の
よ
う
な
死
に
方
を
す
る
の
か
。
生
前
に

そ
の
選
択
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
時
代
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」自
宅
で
あ
れ
ば
患
者
さ
ん
は
本
来
の
姿
を

見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
家
族
の
負
担
や
症

状
が
急
変
し
た
と
き
の
懸
念
な
ど
が
在
宅
で
の
療
養

を
躊
躇
さ
せ
て
い
る
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
し
た

い
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
注
意
点
も
あ
る
。「
病

院
で
は
様
々
な
処
置
が
あ
り
、
医
師
に
よ
る
看
取
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
分
の
家
で
看
取
る
場
合

は
、
家
族
の
方
々
が
逝
く
方
の
手
を
取
り
し
っ
か
り
看

取
って
ほ
し
い
。
看
取
り
に
慣
れ
て
い
な
い
方
が
ほ
と
ん

ど
で
す
の
で
、
不
安
を
少
な
く
す
る
た
め
の
説
明
は
で

き
る
限
り
丁
寧
に
行
い
ま
す
」通
常
の
病
院
で
の
外
来

診
察
は
5
分
間
程
度
だ
が
、
在
宅
医
療
な
ら
ば
20
分
、

30
分
と
じ
っ
く
り
話
を
聞
け
る
診
察
が
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
延
命
治
療
を
望
む
家
族
や
、
自
然
に
看

取
り
の
時
間
を
迎
え
て
欲
し
い
な
ど
家
族
の
要
望
は

様
々
。
し
か
し
、
ど
れ
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

大
切
な
の
は
家
族
の
思
い
を
尊
重
す
る
方
法
を
考
え
る

こ
と
だ
と
い
う
。 

（
ラ
イ
タ
ー
／
馬
場
紀
衣
）

人
間
ら
し
く
生
き
る
、患
者
さ
ん
を
尊
重
し
、

家
族
が
主
役
の
選
択
肢

在宅医療専門の『ひだまりクリニック』
在宅だからこそできる医療がある

特集 ー人に寄り添い社会に応えるー　

家族と思い出のある、住み慣れた環境での生活は人間らしく有意義に過ごすことに繋がる。「在宅医療」とは
自分らしく過ごすための選択。定期的に医師が訪問しケアを行い急変時には24 時間体制で駆けつけてくれる。
豊かな療養生活を送る選択肢の一つだ。

ひだまりクリニック 院長
福田幹久氏
滋賀県医科大学卒業後、鳥取大学医学部
第二外科入局。国立松江病院呼吸器外科
医長を経て2004年に『ひだまりクリニック』
を開業。医学博士。外科専門医。胸部外
科認定医。消化器外科認定医。麻酔標榜
医。産業医。

TEL ／ 0859-37-5188　FAX ／ 0859-37-5190
0鳥取県米子市車尾南 1-12-41
E-mail ／ info@hidamariclinic.jp
http://www.hidamariclinic.jp/

ひだまりクリニック

 

『
有
限
会
社
コ
ネ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
』代
表
の
平
田
晋
作
氏

が
経
営
理
念
に「
環
境
保
全
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
」

を
掲
げ
、
関
西
を
中
心
に
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬

を
行
い
、
地
域
の
事
業
活
動
を
下
支
え
し
て
い
る
。
事

業
の
柱
は
産
業
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
か
ら
委
託
を
受

け
て
の
収
集
運
搬
だ
が
、
も
う
一つ
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
。
廃
棄
物
を
最
適
な

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
会
社
に
取
り
次
ぐ
仕
事
だ
。
社
名
の

「
コ
ネ
ク
ト
」に
は
、
排
出
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
仲
立
ち
と

い
う
意
味
を
込
め
て
い
る
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
固
形

燃
料
化
、
廃
油
の
再
生
重
油
原
料
化
、
動
植
物
性
残

渣
の
混
合
飼
料
化
、
汚
泥
の
土
壌
改
良
剤
化
な
ど
、
廃

棄
物
の
種
類
、
性
質
を
見
極
め
な
が
ら
最
適
な
処
理
法

を
示
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
す
る
努
力
だ
。

　

平
田
社
長
は「
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
や
環
境
破

壊
が
年
々
深
刻
化
し
、
循
環
型
社
会
を
築
く
べ
き
時

代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応

え
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
事
業
展
開
を
図
って
い

ま
す
」と
語
る
。
７
台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、

年
間
延
べ
約
３
０
０
０
台
分
の
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱

う
事
業
実
績
は
、
経
営
理
念
実
践
の
証
し
だ
。

 

（
ラ
イ
タ
ー
／
斎
藤
紘
）

環
境
保
全
を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
を

理
念
に
掲
げ
事
業
活
動
を
支
え
る

産業廃棄物排出事業者を支える事業展開
最適リサイクルに導き循環型社会に寄与

特集 ー人に寄り添い社会に応えるー　

産業廃棄物に関する環境省の驚くべきデータがある。2012 年度末の産業廃棄物の不法投棄や不適正処理
の残存量が 1,777 万トンにのぼる。こうした現状を改善すべく、『コネクトサービス』代表の平田晋作氏は、
産業廃棄物の処理に悩む事業者の相談に乗り、親身に対応している。

有限会社 コネクトサービス 代表
平田晋作氏
産業廃棄物処理を行う会社に勤務、現場
で経験を積んだ後、営業部門への配置換
えを機に20歳で独立。経験を活かして産
業廃棄物収集運搬を手掛ける事業を起こ
し、取引で厚遇してくれた製薬会社の気
持ちに応える意味を込めて2003年に法人
化、代表になって現在に至る。

有限会社 コネクトサービス
TEL ／ 06-6336-2079　FAX ／ 06-6336-1101
0大阪府豊中市豊南町東 3-15-4
http://www.connect-service.co.jp/


